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Sheet1

		（１）地域資源の保全管理

				①農地の保全管理

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				遊休農地の発生や面積拡大を抑制										□		□		□		□

				病害虫の発生やゴミの不法投棄等の抑制により、営農への支障が低減										□		□		□		□



				農用地での鳥獣被害が抑制										□		□		□		□

				農業者の保全管理作業に係る負担の軽減により、
適切な保全管理が可能
										□		□		□		□

				②農業用施設の機能維持

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				農業用施設の機能が維持され、適切に保全管理										□		□		□		□

				異常気象等による被害の拡大等の抑え、災害が発生した場合でも迅速な対応が可能										□		□		□		□



				農業者による農業用施設の保全管理作業に係る負担が軽減										□		□		□		□

				③地域資源の保全管理体制の維持・強化

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				地域をまとめ、行動を起こすリーダーや役員が育成										□		□		□		□

				集落間や集落内で協力して行う取組や非農業者が参画する取組が増加する等、地域資源の保全管理のための体制が強化										□		□		□		□



		（２）農村環境の保全・向上

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				地域の景観が保全・向上										□		□		□		□

				地域の生態系や水質が保全・向上										□		□		□		□

				伝統的な農業技術や農業に由来する行事、伝統文化の継承・復活										□		□		□		□

				活動に対する関心や理解、協力意識が向上								生態系保全		□		□		□		□

												景観形成		□		□		□		□

		（３）農業用施設の機能増進

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				施設の長寿命化の活動により、農業用排水路等の機能が増進										□		□		□		□

				長寿命化の活動に対する関心や理解、協力意識が向上										□		□		□		□

				農業用施設の補修技術や知識が向上										□		□		□		□

				農業者による農業用施設の日常の維持管理に係る負担が軽減										□		□		□		□

		（４）農村地域の活性化

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				地域をまとめ、行動を起こすリーダーや役員が育成										□		□		□		□

				集落の枠を超えた話し合いや活動等が増え、集落間の交流が活性化										□		□		□		□

		（５）構造改革の後押し等地域農業への貢献

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				担い手農家等への農地集積に向けた取組が推進										□		□		□		□

				農業の担い手の育成が推進										□		□		□		□

				取組が契機となり、新たな生産品目の導入、経営の複合化、６次産業化等の取組が推進										□		□		□		□

				大区画化等の生産基盤整備に対する意識の向上										□		□		□		□

				農地中間管理機構との連携										□		□		□		□
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														a		b		c		d

				農業用施設の機能が維持され、適切に保全管理										□		□		□		□

				異常気象等による被害の拡大等の抑え、災害が発生した場合でも迅速な対応が可能										□		□		□		□



				農業者による農業用施設の保全管理作業に係る負担が軽減										□		□		□		□

				③地域資源の保全管理体制の維持・強化

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				地域をまとめ、行動を起こすリーダーや役員が育成										□		□		□		□

				集落間や集落内で協力して行う取組や非農業者が参画する取組が増加する等、地域資源の保全管理のための体制が強化										□		□		□		□



		（２）農村環境の保全・向上

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				地域の景観が保全・向上										□		□		□		□

				地域の生態系や水質が保全・向上										□		□		□		□

				伝統的な農業技術や農業に由来する行事、伝統文化の継承・復活										□		□		□		□

				活動に対する関心や理解、協力意識が向上								生態系保全		□		□		□		□

												景観形成		□		□		□		□

		（３）農業用施設の機能増進

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				施設の長寿命化の活動により、農業用排水路等の機能が増進										□		□		□		□

				長寿命化の活動に対する関心や理解、協力意識が向上										□		□		□		□

				農業用施設の補修技術や知識が向上										□		□		□		□

				農業者による農業用施設の日常の維持管理に係る負担が軽減										□		□		□		□

		（４）農村地域の活性化

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				地域をまとめ、行動を起こすリーダーや役員が育成										□		□		□		□

				集落の枠を超えた話し合いや活動等が増え、集落間の交流が活性化										□		□		□		□

		（５）構造改革の後押し等地域農業への貢献

				効果項目										評価

														a		b		c		d

				担い手農家等への農地集積に向けた取組が推進										□		□		□		□

				農業の担い手の育成が推進										□		□		□		□

				取組が契機となり、新たな生産品目の導入、経営の複合化、６次産業化等の取組が推進										□		□		□		□

				大区画化等の生産基盤整備に対する意識の向上										□		□		□		□
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